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表紙の言葉

　真っ青な空に白亜の天守閣とブルーインパルスの白い雲。
　およそ５年半に及ぶ「平成の大修理」を終え、３月27日

（金）に大天守内部が一般公開された世界遺産・国宝 姫
路城。公開前日の26日には完成記念式典が行われ、航空
自衛隊アクロバット飛行チーム「ブルーインパルス」が雲
一つない空を祝賀飛行し、式典に花を添えました。
　ブルーインパルスが姫路を飛ぶのは、前回の「昭和の大修
理」を終えたのち開催された姫路大博覧会（昭和41年）以来
となる49年ぶり。この日は祝賀飛行を一目見ようと約６万人
の人が訪れ、駅から城までの間、大勢の人で賑わいました。
　４月には新しくなった天守と満開の桜を見に来る人で大
いに賑わいます。

「姫路城」（姫路市）

No.702   April. 2015

　

つ
い
に
「
よ
う
そ
ろ
」
の
順
番
が
回
っ
て
き
た
！

　

さ
て
、
何
を
書
け
ば
よ
い
か
迷
い
に
迷
っ
て
い
る
と
、
随
分
前
に
拓

水
の
表
紙
写
真
を
提
供
し
た
こ
と
を
思
い
だ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
候
補
の
中
に
「
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡
」
の
写
真
が
あ
り
、

と
て
も
気
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
拓
水
の
表
紙
に
は
的
外
れ
だ
っ

た
の
か
見
送
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
幸
い
デ
ー
タ
が
候
補
写
真
一
覧
の
中

に
残
っ
て
い
た
の
で
、
久
々
に
見
る
と
な
つ
か
し
く
、
楽
し
か
っ
た
旅
行
を
思
い
だ
し
ま
し
た
。

　

旅
行
に
行
っ
た
の
は
、
か
れ
こ
れ
10
年
近
く
前
の
こ
と
で
す
。
母
と
妹
の
３
人
で
訪
れ
ま
し
た
。

団
体
旅
行
な
の
で
す
が
、
い
ざ
現
地
に
着
い
て
み
る
と
ツ
ア
ー
客
は
私
達
３
名
だ
け
…
。
当
時
は
長

ら
く
続
い
た
内
戦
が
よ
う
や
く
終
わ
り
、
観
光
都
市
に
向
け
て
ホ
テ
ル
や
道
路
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で

日
本
人
観
光
客
も
ま
ば
ら
で
し
た
。
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
の
１
つ
で
あ
る
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡

は
、
遺
跡
群
の
中
で
最
も
大
き
く
、
三
つ
の
塔
が
並
ん
で
い
ま
す
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
旗
に
も
描
か

れ
て
い
ま
す
）。
歴
史
や
時
代
背
景
な
ど
何
も
予
習
せ
ず
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
偉
大
さ
に
感

動
し
ま
し
た
。
朝
焼
け
の
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
は
、
空
が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
、
そ
の
中
に
浮
か
ぶ

遺
跡
は
な
ん
と
も
神
秘
的
で
す
。
日
本
で
言
う
春
分
・
秋
分
の
日
（
昼
と
夜
が
同
じ
長
さ
に
な
る
）

に
は
、
太
陽
が
塔
の
中
心
か
ら
昇
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。
遺
跡
の
前
に
は
池
が
あ
り
、
そ
こ
に
逆
さ

富
士
な
ら
ぬ
、
逆
さ
遺
跡
が
映
り
、
運
よ
く
カ
メ
ラ
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
観

光
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
食
事
も
美
味
し
い
の
で
す
。
味
は
タ
イ
料
理
と
ベ
ト
ナ
ム
料
理
の
中
間
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
魚
料
理
は
主
に
川
魚
で
、
私
た
ち
は
ナ
マ
ズ
の
煮
込
み
料
理
を
食
べ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
な
か
な
か
独
創
的
で
あ
り
ま
し
た
が
、
他
は
ど

れ
も
美
味
し
く
３
人
と
も
太
っ
て
帰
り
ま
し
た
。
人
も
温
か
く
、
ま

た
是
非
訪
れ
た
い
国
の
一
つ
で
す
。

　

た
く
さ
ん
撮
っ
た
写
真
は
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
が
壊
れ
デ
ー
タ
が
な

く
な
り
、
残
る
は
拓
水
候
補
だ
っ
た
こ
の
１
枚
だ
け
。
こ
れ
は
、
拓

水
の
表
紙
に
し
な
さ
い
と
言
う
お
告
げ
…
か
？
（
笑
）、
い
や
、
も

う
一
度
訪
れ
る
運
命
な
の
か
と
思
い
、
旅
行
サ
イ
ト
を
楽
し
み
な
が

ら
見
て
い
ま
す
。

　

予
定
は
未
定
で
す
が
…
…
。

（�

編
集
部
よ
り
：
当
時
、
６
０
０
号
を
記
念
し
て
６
０
０
号
・

６
０
１
号
合
併
号
と
し
た
た
め
、
ま
ぼ
ろ
し
の
６
０
１
号
表
紙
写

真
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
ス
ミ
マ
セ
ン
…
）

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

ま
ぼ
ろ
し
？
の
１
枚
兵
庫
県
漁
業
信
用
基
金
協
会 

主
査　

右 

柳  

加
奈
子

	 ２	 ようそろ

	 ３	 但馬地区ズワイガニ漁終了
	 	 兵庫ＪＣＣ協同組合研究・交流会

	 ４	 ＪＦぼうぜ姫路とれとれ市場	グランドオープン

	 ５	 自民党大会でＪＦ２団体が表彰されました

	 ６	 栽培漁業における種苗の有償化について

	 ７	 兵庫県農政環境部	農林水産局	水産課	＆	漁港課	配席図

	 ８	 ボートパーク利用者に「マリン安全講習会」
	 	 新書のご案内

	 ９	 映画「種まく旅人	くにうみの郷」
	 	 海難事故をなくそう

	 10	 兵庫JCC通信

	 11	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより

	 12	 第37回	全国海の子絵画展で県内の2作品が入賞
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

兵庫ＪＣＣ協同組合研究・交流会
　～コープこうべの取組みについて学ぶ～

　
但
馬
地
区
の
冬
の
基

幹
漁
業
で
あ
る
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
漁
は
３
月
20
日

（
金
）
で
漁
期
を
終
え
、

最
終
セ
リ
が
21
日（
土
）

に
Ｊ
Ｆ
但
馬
津
居
山
・

柴
山
漁
港
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
漁
期
の
総
漁
獲
量

は
１
、１
８
６
ト
ン（
前

年
比
１
０
２・
９
％
）

で
、
オ
ス
ガ
ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）
５
７
８
ト
ン
（
前
年
比
99
・
６
％
）・
メ
ス
ガ
ニ

４
５
１
ト
ン（
１
１
０・７
％
）・ミ
ズ
ガ
ニ
１
５
７
ト
ン（
95・７
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　
総
漁
獲
金
額
は
38
億
５
、 

６
０
０
万
円
（
前
年
比
１ 

１
２・
４
％
）
で
、
う
ち

オ
ス
ガ
ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）

の
漁
獲
金
額
は
27
億
４
、 

１
３
０
万
円
と
な
り
、
統

計
を
取
り
始
め
た
昭
和
50

年
度
以
降
の
過
去
最
高
と

な
り
ま
し
た
。

　
オ
ス
ガ
ニ
の
単
価
が
上

昇
し
た
理
由
に
つ
い
て

は
、
ロ
シ
ア
産
ズ
ワ
イ
ガ

ニ
の
輸
入
量
が
減
少
し
需

要
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
要

因
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

但
馬
地
区
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
漁
終
了

　
生
協
・
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ｆ
・
森
林
組
合
で
構
成
す
る
兵
庫
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
（
兵

庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
各
協
同
組
合
が
お
互
い
の
事
業
・
活
動
を
学
習･

共
有
化
し
て
、

今
後
の
さ
ら
な
る
協
同･

連
帯
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
２
０
０
８
年
度
よ
り

「
兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
協
同
組
合
研
究
交
流
会
」
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
近
年
は
各
協
同

組
合
の
現
場
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
３
月
９
日
（
月
）
に
生
活
協
同
組
合
の
取
組
み
を
テ
ー
マ
に
神
戸
市
で

開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
農
業
・
林
業
・
水
産
業
・
生
協
等
の
関
係
者
ら
約
30
名

は
、
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
3
施
設
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
食
品
工
場
は
単
独
の
生
協
が
運
営
す
る
唯
一
の
工
場
で
、
パ

ン･

麺
類
の
製
造
工
程
を
見
る
と
と
も
に
安
心
安
全
へ
の
取
組
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
率

96
％
を
達
成
す
る
環
境
配
慮
型
工
場
と
し
て
稼
働
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
学
び
、
魚

崎
浜
要
冷
集
配
セ
ン
タ
ー
で
は
組
合
員

向
け
の
個
人
別
出
荷
を
す
る
シ
ス
テ
ム

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
商
品
検
査
セ
ン
タ
ー
は
、
食
品
か
ら

衣
類
ま
で
様
々
な
商
品
の
検
査
を
行
う

と
と
も
に
、
組
合
員
か
ら
の
質
問･

相

談
に
応
じ
る
機
関
で
し
た
。
放
射
能
測

定
や
食
品
検
査
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
ほ
か
、
生
活
用
品
の
具
体
的
な
相
談

事
例
紹
介
な
ど
組
合
員
の
安
心
安
全
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
、
参
加
者
は
生
協
の
取
組
み

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

（一財）兵庫県水産振興基金

物流の現場も見学商品検査センターでの研修

パンの製造工程を見学



4拓水702号（2015年４月）

　
３
月
25
日（
水
）、

姫
路
市
妻
鹿
漁
港

に
「
Ｊ
Ｆ
ぼ
う
ぜ

姫
路
と
れ
と
れ
市

場
」
が
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　
家
島
町
水
産
物

荷
捌
所
に
隣
接

す
る
こ
の
施
設

は
、
平
屋
建
て
約

８
７
０
㎡
で
敷
地
面
積
は
約
１
、８
６
０

㎡
の
広
さ
で
、
同
Ｊ
Ｆ
で
水
揚
げ
さ
れ

る
水
産
物
の
直
売
と
食
事
が
出
来

る
も
の
で
す
。
直
売
コ
ー
ナ
ー
は

１
ｔ
丸
水
槽
３
基
、
５
ｍ
×
１

ｍ
の
長
水
槽
2
基
、
ナ
マ
コ
や
貝

類
な
ど
の
多
段
水
槽
1
基
、
お
造

り
な
ど
を
並
べ
る
冷
蔵
・
冷
凍

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
配
置
し
、
水
産

物
の
ほ
か
生
鮮
野
菜
、
農
産
加
工

品
な
ど
も
販
売
さ
れ
ま
す
。
飲
食

コ
ー
ナ
ー
は
１
０
６
席
で
地
元

水
産
物
を
使
っ
た
丼
な
ど
が
提

供
さ
れ
る
ほ
か
、
外
に
は
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
も
完
備
し
、

買
っ
た
魚
は
捌
い
て

も
ら
い
飲
食
コ
ー

ナ
ー
で
食
べ
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
他
に

映
像
を
使
っ
て
坊
勢

の
漁
業
等
の
情
報
を

発
信
す
る
な
ど
坊
勢

の
魅
力
を
満
喫
す
る

こ
と
が
出
来
る
施
設

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
記
念
式
典
で
は

Ｊ
Ｆ
・
行
政
の
関
係

者
も
多
く
訪
れ
る

な
か
、
Ｊ
Ｆ
坊
勢 

岡
田 

武

夫
組
合
長
、
姫
路
市 

石
見 

利
勝
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
が

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
挨
拶

で
岡
田
組
合
長
は
「
魚
ば
な
れ
が
進
む

な
か
、
安
く
て
美
味
し
い
魚
を
提
供
し

て
い
き
た
い
」
と
、
ま
た
、
石
見
市
長

は
「
お
城
、お
酒
、お
魚
が
姫
路
の
名
物
。

姫
路
市
と
し
て
も
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
姫
路

の
新
名
所
に
し
て
い
く
」
と
さ
れ
、
今

後
の
運
営
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
開
場
後
は
平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
訪
れ
、
店

内
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ｆ
関

係
者
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ

ＪＦぼうぜ姫路とれとれ市場 グランドオープン！
　～姫路市の魚食発信基地として期待～

（一財）兵庫県水産振興基金

テープカットを行う岡田組合長（右から２番目）

多くの人で賑わう店内建物外部にはバーベキューコーナーを併設

飲食スペースも106席とゆったり
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３
月
８
日
（
日
）、

東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

で
第
82
回
自
由
民
主

党
大
会
が
開
催
さ

れ
、
席
上
、
Ｊ
Ｆ
全

漁
連
（
岸 

宏
会
長
）

お
よ
び
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
（
山
田 

隆
義
会

長
）
が
友
好
団
体
と

し
て
安
倍 

晋
三
総

裁
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連
は
自
民
党
兵
庫
県

連
か
ら
の
推
薦
で
表

彰
さ
れ
、
関
係
者
に

よ
れ
ば
漁
業
団
体
が

党
大
会
で
表
彰
さ
れ

た
の
は
初
め
て
と
の

こ
と
で
す
。
党
大
会

は
２
日
間
か
け
て
行

わ
れ
、
３
千
人
を
超

え
る
出
席
者
が
あ
り

ま
し
た
。

（
一
財
）
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

自
民
党
大
会
で
Ｊ
Ｆ
２
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

フ
は
坊
勢
島
の
方
が
中
心
で
、
島
の
雇

用
確
保
に
貢
献
し
て
お
り
、
今
後
は
観

光
漁
業
等
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
妻
鹿
漁
港
に
は
こ
の
施
設
の
ほ
か
に
、

毎
週
日
曜
日
開
催
の
家
島
と
れ
と
れ
昼

市
、
Ｊ
Ｆ
姫
路
市
や
家
島
町
の
加
工
業
者

に
よ
る
直
売
・
飲
食
店
舗
な
ど
が
立
ち
並

び
、
今
後
、
姫
路
市
の
水
産
物
情
報
発
信

の
基
地
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

ＪＦぼうぜ姫路とれとれ市場
　姫路市白浜町字万代新開甲

電話番号　０７９－２４６－４１９９

平日・祝日 日曜

直売施設 ９時～17時 ７時30分～16時

飲食施設 11時～16時 11時～15時

定 休 日　毎週水曜日、年末年始（12月31日～１月４日）

店内で目を引く３段の水槽

記念撮影に臨む山田会長（最前列左端）
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ
　
本
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ

を
除
く
全
て
の
魚
種
に
つ
い
て
放
流
用
種
苗

の
無
償
配
布
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
兵
庫

県
第
７
次
栽
培
漁
業
基
本
計
画
（
平
成
28
年

度
～
34
年
度
）
の
策
定
に
あ
わ
せ
て
種
苗
の

有
償
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

１　
こ
れ
ま
で
の
経
費
負
担
に
つ
い
て

　
本
県
の
栽
培
漁
業
は
、
県
と
水
産
業
界
が

役
割
分
担
し
て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
種
苗
生
産
は
、
魚
類
（
マ
ダ
イ･

ヒ
ラ
メ

等
）
は
県
が
、
甲
殻
類
等
（
ガ
ザ
ミ･

ク
ル

マ
エ
ビ
）
は
（
公
財
）
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海

づ
く
り
協
会（
以
下
、「
協
会
」と
い
う
。）が
、

貝
類
（
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
）
は
県
と
協
会
が

共
同
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。中
間
育
成
は
、

業
界
（
協
会
、市
町
及
び
業
界
）
が
実
施
し
、

県
は
技
術
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
栽
培
漁
業
に
か
か
る
経
費
も
役
割
分
担
を

考
慮
し
て
負
担
し
て
き
ま
し
た
。
種
苗
生
産

の
う
ち
、
魚
類
は
県
が
、
甲
殻
類
等
は
協
会

が
負
担
し
て
き
ま
し
た
。
貝
類
で
は
、
人
件

費
は
県
が
、人
件
費
以
外
の
経
費
（
電
気
代
、

餌
代
等
）
は
市
町
又
は
漁
業
者
団
体
が
負
担

し
て
き
ま
し
た
。中
間
育
成
に
係
る
経
費
は
、

協
会
、
市
町
及
び
業
界
が
負
担
し
て
き
ま
し

た
。

２	　
有
償
化
す
る
理
由
（
財
政
問
題
を
背
景

と
し
た
受
益
と
負
担
の
見
直
し
）

　
県
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
興
に

よ
り
悪
化
し
た
財
政
の
改
善
を
図
り
、
持
続

可
能
な
行
財
政
構
造
を
確
立
す
る
た
め
、
平

成
11
年
か
ら
行
財
政
構
造
改
革
を
進
め
て
お

り
、
平
成
20
年
10
月
に
制
定
し
た
「
行
財
政

構
造
改
革
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
、
平
成
26
年
３
月
に
３
回
目
の
見
直
し
と

な
る
「
第
３
次
行
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
行
革
プ
ラ
ン
で
は
、
行
財
政
構
造
改

革
の
視
点
の
１
つ
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

受
益
と
負
担
の
適
正
化
を
定
め
る
一
方
、
県

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
公
社
等
は
改
革
の
基

本
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
の
見
直

し
、
運
営
の
効
率
化
や
経
営
改
善
の
徹
底
を

定
め
て
い
ま
す
。

　
栽
培
漁
業
に
つ
い
て
は
、
効
果
的
な
種
苗

放
流
の
検
討
、
漁
業
者
ニ
ー
ズ
に
見
合
う
種

苗
生
産
の
実
施
等
と
併
せ
て
、
協
会
の
事
業

収
益
の
確
保
に
向
け
て
種
苗
（
魚
類
・
甲
殻

類
等
・
貝
類
問
わ
ず
）
の
有
償
化
の
検
討
を

定
め
て
い
ま
す
。

３　
提
案
す
る
具
体
の
単
価
案

　
平
成
28
年
度
か
ら
、
以
下
の
表
の
単
価
を

設
定
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
有
償
で
配
布
し
て
き
た
ア
ワ
ビ

･

サ
ザ
エ
は
、
生
産
実
績
を
も
と
に
経
費
を

確
認
し
、
ア
ワ
ビ
は
値
上
げ
を
、
サ
ザ
エ
は

据
え
置
き
と
し
ま
し
た
。
新
規
魚
種
で
あ
る

カ
サ
ゴ･

キ
ジ
ハ
タ
は
、
人
件
費
以
外
の
経

費
を
も
と
に
単
価
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
無
償
だ
っ
た
マ
ダ
イ･

ヒ
ラ
メ
や
ガ
ザ

ミ･

ク
ル
マ
エ
ビ
は
、
受
益
者
に
負
担
頂
き

や
す
い
額
と
し
て
単
価
を
設
定
し
ま
し
た
。

４　
そ
の
他
（
進
め
方
な
ど
）

　
夏
に
か
け
て
、
市
町
を
通
じ
て
平
成
28
年

度
の
種
苗
の
要
望
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
各
浜
で
必
要
な
魚
種
、
数
量

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
栽
培
漁
業
が
瀬
戸
内
海
で
始
ま
っ
て
50
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
今
回
の
有
償
化
を
通
じ

て
、
よ
り
効
果
的
な
栽
培
漁
業
を
目
指
す
大

き
な
き
っ
か
け
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

栽
培
漁
業
に
お
け
る
種
苗
の

　
　
　
　
　
　
　
　

有
償
化
に
つ
い
て

兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
水
産
課

キジハタ種苗（新規）

アサリ種苗（新規）

魚　　類 貝類・甲殻類等
魚　　種 サイズ 単価案 魚　　種 サイズ 単価案

既存
魚種

マダイ 20㎜ １円／尾

既存
魚種

アワビ 20㎜ 50円／個

ヒラメ
20㎜ １円／尾

サザエ
７㎜ 10円／個

35㎜ ２円／尾 15㎜ 15円／個
マコガレイ 20㎜ １円／尾 ガザミ ４㎜ 0.1円／尾
オニオコゼ 15㎜ １円／尾 クルマエビ類 15㎜ 0.1円／尾

新規
魚種

カサゴ
20㎜ 30円／尾 アカウニ 10㎜ 10円／個
40㎜ 40円／尾 新規

魚種 アサリ
５～10㎜ 300円／㎏

キジハタ 50㎜ 100円／尾 20㎜ １円／個
※消費税は内税で記載している。
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農政環境部農林水産局水産課 職員配席図

漁場整備班（漁場環境担当） 漁政班（庶務）漁場整備班（水産普及担当）

漁政班（漁業管理担当）

資源増殖室　漁場整備班

漁場整備班
主幹

（漁場環境担当）
　ま　なべ
眞　鍋

（内4163）
362－3480

漁場整備班長

なか　にし
中　西

（内4152）
362－9230

副課長

井　上
（内4151）
362－9228

副課長（事務）

課　長

  こ　ばやし
小　林

（内4149）
362－3475

水産課長

資源増殖室長

いの　うえ

資源増殖室長

くわ　ばら
桑　原

（内4164）

主　査職　員
もり　もと
森　本

（内4167）

主　査
おお  はし
大　橋

（内4169）

職　員
ひさご
瓢

主　査
と　 くら
都　倉

（内4160）

主　査
うお  ずみ
魚　住

職　員
たか  くら
高　倉

（内4161）

主　査
はん   ざわ
半　澤

（内4153）

嘱　託

主　査
みね
峰

（内4155）

職　員
さい  とう
齋　藤

（内4168）

嘱　託
うえ　ひら
上　平

（内4156）

主　査
たに　やま
谷　山

主　査
とう　いち
東　一

職　員
たけ   の 
竹　野

庶　務

副課長

 なが　しま
長　島

（内4166）
362－3481

副課長（技術）

漁政班長

 もち　づき
望　月

（内4159）
362－3478

漁政班主幹
（漁業管理担当）
にし 　 の つじ

機関長

辻
かく　　た

はやたか船長

角　田

漁政班（瀬戸内海海区漁業調整委員会事務局兼務）

入　口 入　口

漁政班（組合指導担当）

主幹（建設担当）

森　本
（内4179）
(直)362－3485

主　査

青　森
（内4178）

主　査

久　米
（内4178）  FAX. 

362－3968
（内6768）

主　査

三　井
（内4180）

主　任

山　條
（内4182）

漁港施設専門員

橋　本
（内4184） 主　査

久　米
（内4178）

職　員
応　

接

主幹（計画担当）

三　宅
（内4177）
(直)362－3484

副課長兼漁港整備班長

山　中
（内4174）
(直)362－9233

副課長兼漁港管理班長

金　谷
（内4173）

(直) 362－9232

課　長

坪　田
（内4172）

(直) 362－3482

漁港整備班 漁港管理班

漁港整備班 漁港管理班漁港課長

漁港課 職員配席図

入　口

ＦＡＸ.362－3920

ロ
ッ
カ
ー

ロ
ッ
カ
ー

テ
ー
ブ
ル

応接

①漁場整備開発事業に関すること
②豊かな海の再生に関すること
③漁場環境の保全に関すること
④離島漁業の支援に関すること
⑤水産物の安全確保に関すること
⑥保護水面の管理に関すること

①水産業の試験研究に関すること
②水産業の普及指導及び普及指導員の資質向上に関す
ること
③水産物の流通加工に関すること
④水産関係統計の管理に関すること
⑤栽培漁業の推進に関すること
⑥養殖業の振興に関すること
⑦（公財）ひょうご豊かな海づくり協会に関すること

①課の庶務に関すること
②総務課との連絡に関すること
③文書及び公印の管守に関すること
④但馬水産事務所との連絡調整に関する
こと
⑤課内各班に属さないこと

①水産行政の企画立案及び調整に関すること
②漁場計画立案及び漁業免許登録に関する
こと
③漁業の許可及び漁業調整に関すること
④内水面漁業の振興に関すること
⑤海区漁業調整委員会及び内水面漁場管理
委員会に関すること
⑥漁船に関すること

⑦漁船損害等補償法に関すること
⑧漁業取締りに関すること
⑨遊漁船業の適正化に関すること
⑩遊漁対策に関すること
⑪漁業無線局に関すること
⑫水産資源管理対策に関すること
⑬漁業に係る災害関連情報に関すること
⑭海洋開発事業と漁業の調整に関すること

①水産業協同組合の指導、監督
に関すること
②漁業協同組合の合併推進及び
経営基盤強化に関すること
③水産制度金融に関すること
④漁業共済に関すること
⑤漁業信用保証に関すること
⑥産地市場に関すること

⑦（財）兵庫県水産振興基金に
関すること
⑧浜の活力再生プランに関する
こと
⑨漁業コスト構造改善緊急対策
に関すること

大　西
（内4176）

職　員

前　田
（内4175）

嘱託員

吉　村
嘱託員

大　森

①漁港及び漁港海岸の整備計画及び調査に
関すること。
②漁港施設用地の計画及び調査に関すること。
③海岸統計に関すること。
④県管理の漁港及び漁港海岸事業の実施に
関すること。
⑤市町管理の漁港及び漁港海岸事業の指導
監督に関すること。

⑥漁港の災害復旧に関すること。
⑦漁業構造改善事業に関すること。
⑧水産物の流通加工対策に関すること。
⑨共同利用施設の管理運営に関すること。
⑩共同利用施設の災害復旧に関すること。
⑪漁港漁村における地域活性化施策推進に
関すること。
⑫漁港港勢調査に関すること。

①漁港、漁港海岸利用の占使用事務に関すること。
②漁港及び海岸保全区域における国有財産に関すること。
③県営漁港財産の取得、管理及び処分に関すること。
④漁港及び漁港海岸の指定及び管理に関すること。
⑤漁港及び漁港海岸の事業事務に関すること。
⑥プレジャーボート対策の総合調整に関すること。
⑦文書及び公印の管守に関すること。
⑧課内各係に属さないこと。

ばん  どう
坂　東

尾　島
（内4183）

川　元
嘱託員

西　野
（内4154）
362－3476

ひら　いし
平　石

（内4150）
362－9229

主　査

二　宮

主　査

兵庫県農政環境部 農林水産局 水産課 ＆ 漁港課 配席図
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
瀬
戸
内

海
の
水
域
の
秩
序

あ
る
利
用
を
進
め

る
会
（
植
本 

勝

廣
理
事
長
）
は
平

成
13
年
７
月
、
県

港
湾
課
の
先
導
で

日
本
マ
リ
ー
ナ

ビ
ー
チ
協
会
兵
庫

支
部
、
関
西
マ
リ

ン
事
業
協
会
関
西

支
部
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫

漁
連
の
3
者
が
発
起
人
と
な
り
設
立

さ
れ
も
の
で
、
現
在
、
35
会
員
が
所

属
し
、プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
（
Ｐ
Ｂ
）

の
保
管
管
理
や
海
難
事
故
防
止
関
係

等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｆ

兵
庫
漁
連
は
Ｐ
Ｂ
と
漁
業
の
ト
ラ
ブ

ル
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
漁
業

の
情
報
を
発
信
す
る
場
と
し
て
、
ま

た
、
Ｐ
Ｂ
全
船
の
保
険
加
入
を
促
す

機
会
づ
く
り
を
期
待
し
て
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
３
月
９
日
（
月
）
に
は
、
同
Ｎ
Ｐ

Ｏ
主
催
の
マ
リ
ン
安
全
講
習
会
が
明

石
市
で
開
催
さ
れ
、
明
石
市
二
見
地

区
か
ら
加
古
川
市
尾
上
地
区
の
県
有

ボ
ー
ト
パ
ー
ク
を
利
用
し
て
い
る
Ｐ

Ｂ
所
有
者
ら
約
70
名
が
出
席
し
ま
し

た
。こ
の
講
習
会
は
毎
年
実
施
さ
れ
、

今
年
は
加
古
川
海
上
保
安
部
、
県
土

木
事
務
所
、
Ｐ
Ｂ
メ
ー
カ
ー
な
ど
が

安
全
航
行
や
エ
ン
ジ
ン
の
点
検
整
備

な
ど
の
講
義
を
行
っ
た
ほ
か
、
漁
業

団
体
か
ら
は
Ｊ
Ｆ
西
二
見 

山
本 

章

等
組
合
長
が
「
ノ
リ
養
殖
施
設
へ
の

侵
入
事
故
防
止
に
つ
い
て
」
と
し
て

ノ
リ
養
殖
漁
場
へ
の
侵
入
回
避
を
訴

え
、
理
解
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

兵
庫
県
内
海
漁
船
保
険
組
合 

沢
辺 

義
典
専
務
か
ら
船
主
責
任
制
限
法
の

改
正
（
＊
）
と
Ｐ
Ｂ
保
険
の
関
係
等

を
説
明
し
全
員
の
保
険
加
入
を
呼
び

か
け
た
ほ
か
、
各
船
主
に
ノ
リ
漁
場

図
を
配
布
し
、
あ
ら
た
め
て
漁
場
侵

入
へ
の
注
意
喚
起
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
法
人
設
立
の
背
景
に
は
国
の
放
置

艇
対
策
が
あ
り
、
平
成
10
年
に
当
時

の
運
輸
省
（
港
湾
局
）、建
設
省
（
河

川
局
）、
水
産
庁
の
３
省
庁
が
発
表

し
た
「
公
共
用
水
域
に
お
け
る
Ｐ
Ｂ

の
係
留・保
管
対
策
に
関
す
る
提
言
」

や
同
13
年
春
「
小
型
船
舶
の
登
録
等

に
関
す
る
法
律
」
の
成
立
な
ど
動
き

を
受
け
て
、
県
（
港
湾
課
・
河
川

課
）
は
、
東
播
磨
港
や
河
川
域
な
ど

公
共
用
水
域
に
不
法
係
留
す
る
Ｐ
Ｂ

約
７
、３
０
０
隻
（
当
時
）
の
秩
序

化
を
め
ざ
し
、
県
営
ボ
ー
ト
パ
ー
ク

の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
施
設

の
管
理
委
託
先
の
受
け
皿
団
体
と
し

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
立
ち
上
げ
を
促
し
た
も

の
で
す
。
全
国
に
例
の
な
い
組
織
と

注
目
さ
れ
ま
し
た
が
、
近
年
、
県
の

放
置
艇
対
策
が
進
ま
な
い
な
か
、
法

人
設
立
の
経
緯
に
関
係
な
く
管
理
手

法
の
変
更
や
、
県
へ
の
高
額
な
納
付

金
な
ど
で
厳
し
い
運
営
が
続
い
て
い

ま
す
。

【
船
主
責
任
制
限
法
（
＊
）
の
改
正
】

　
’12
年
４
月
国
際
海
事
機
構
（
Ｉ
Ｍ

Ｏ
）
で
採
択
さ
れ
た
’96
年
の
海
事

債
権
条
約
に
基
づ
く
船
主
責
任
制

限
額
を
１・５
１
％
引
き
上
げ
る
条

約
が
、
今
年
６
月
８
日
に
発
効
す

る
。
こ
れ
に
準
拠
し
て
政
府
は
「
船

舶
所
有
者
等
の
責
任
の
制
限
に
関
す

る
法
律
」
の
改
正
手
続
き
を
進
め
て

お
り
、
去
る
２
月
17
日
、
法
務
省
か

ら
一
部
改
正
法
律
案
が
国
会
に
提
出

さ
れ
た
。
条
約
が
発
効
す
る
６
月
８

日
の
施
行
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の

一
連
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
本
誌

６
９
７
号
（
’14
年
11
月
号
）
で
詳
し

く
説
明
さ
れ
て
お
り
、
参
照
さ
れ
た

い
。
な
お
、
今
回
の
法
改
正
で
船
主

責
任
限
度
額
が
底
上
げ
さ
れ
る
が
、

残
念
な
が
ら
一
般
貨
物
船
に
よ
る
燃

料
油
流
出
事
故
で
は
、
ノ
リ
養
殖
漁

場
の
実
害
は
依
然
カ
バ
ー
し
き
れ
な

い
と
い
う
課
題
は
残
る
。
例
え
ば
、

２
千
ト
ン
以
下
の
貨
物
船
に
よ
る
物

損
事
故
で
は
、
責
任
額
の
上
限
は
現

行
１
０
０
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
（
１・８
億
円
）

で
、
改
正
後
は
１
５
１
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ

（
２・７
億
円
）
に
引
き
上
が
る
。
し

か
し
、
２
千
ト
ン
近
い
船
の
主
桟
燃

料
積
載
量
を
平
均
１
５
０
㎘
（
ド
ラ

ム
缶
７
５
０
本
）
と
想
定
す
る
と
、

決
し
て
侮
れ
な
い
。
船
舶
事
故
が
起

こ
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
万
一

の
事
故
に
備
え
て
本
県
が
提
案
要
望

し
て
い
る
災
害
対
策
基
金
の
創
設
に

理
解
を
求
め
た
い
。 

（
Ｕ
／
Ｔ
）

ボートパーク利用者に「マリン安全講習会」
　～ノリ漁場侵入事故の防止へ　理解を求める～

（一財）兵庫県水産振興基金

◉ 新書のご案内
　現在、㈱地人書館から「海と湖の貧栄養化問題～水清ければ魚棲まず～」が発売中です。
　1970年代の日本の各水域で富栄養化の進行による赤潮が発生し、水質改善の努力がなされ成果が上が
りました。しかしその一方で、瀬戸内海をはじめとした水域において、窒素・リンなどの栄養塩が減少
する「貧栄養化」が原因と思われるノリの色落ちや漁獲量減少が報告されています。
　この本は、瀬戸内海、諏訪湖、琵琶湖における水質浄化の取組みや、長年にわたる水質データ、生態
系の変化などから貧栄養化の発生原因やメカニズムを浮き彫りにし、今後とるべき対策を探ります。
　編著者は山本 民次氏（広島大学大学院生物圏科学研究科教授）・花里 孝幸氏（信州大学山岳科学研究
所教授）で、反田 實氏（兵庫県立水産技術センター参与）、鷲尾圭司氏（水産大学校理事長）も執筆さ
れています。
　●Ａ５判：208頁：価格2,592円（税込）
　●出版社：㈱地人書館編集部　TEL ０３－３２３５－４４２２
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映画「種まく旅人 くにうみの郷」
　淡路島を舞台にした映画「種まく旅人 くにうみの郷」では、漁業者と農業者が共同しておこなう「かい
ぼり」やノリ養殖が紹介され、島内漁業者も撮影に参加しました。４月24日（金）には県及び県議会関係
や漁協等関係者を対象に特別試写会が神戸市内で行われます。
　５月30日に全国一斉ロードショーとなるこの映画を是非ご覧
ください！
配給：松竹㈱　　宣伝：松竹㈱メディア事業部
www.tanemaku.jp

2015年５月30日より
全国ロードショー

（ⓒ2015「種まく旅人 くにうみの郷」製作委員会）

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

固型式ライフジャケットはメンテナンスが要りません。
最近は、軽くて動きやすいように工夫されています。
是非どうぞ！

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ ライフジャケットではありませんので、一人乗りの漁船の場合、

ライフジャケットを
着用してください。

海難事故をなくそう！

モデル：
　兵庫県農林水産局水産課
　長島 浩 副課長

浮きます!

～上映劇場は
　県内３カ所で決定～

　　　  兵庫県内の上映劇場について  　　　
兵庫県内では下記の３か所で上映が行われます。

（県外の劇場は「種まく旅人 くにうみの郷」ホームページ
 （www.tanemaku.jp）をご覧ください）
　①　神戸国際松竹
　　　　神戸市中央区御幸通８－１－６ 神戸国際会館11階
　②　MOVIXあまがさき
　　　　尼崎市潮江１－３－１ あまがさきキューズモール４階
　③　洲本オリオン
　　　　洲本市本町５－４－８
　　※ 洲本オリオンは平成25年10月より通常の映画上映はされていません

が、この映画のみ営業いたします。

固型式ライフジャケット
モデル：ＪＦ兵庫漁連資材部 土井 俊彦さん
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　２月４日（水）、ピアザ淡海（滋賀県大津市）に
て「平成26年度 地方消費者グループ・フォーラム
in滋賀」が開催され、地域の消費者問題に関わる
市民、消費者団体・行政関係者など約150人が集
い、兵庫県、神戸市、兵庫県生協連の会員生協や
事務局も参加しました。このフォーラムは、近畿
地域での「消費者市民社会の実現」にむけての活
動につながることを目的に開催され、「広げよう連
携の輪～消費者の安全・安心を地域から～」をテー
マに情報交換を行い、連携を深め、連携の輪を広
げるために行われています。開会にあたり消費者
庁 板東 久美子 長官は、消費者教育の重要性に
加え、消費者問題に取り組んでいる各団体の連携
の重要性について話されました。19の各団体・行
政による壁新聞交流の展示や、14団体による「壁
新聞リレー紹介」の報告や寸劇で、それぞれの活
発な活動が紹介されました。
　その後、「見守りは地域から」「消費者教育の推
進」「子どもの安全・安全の確保」などの３つの
分科会では事例報告と意見交換が行われ、消費者
一人ひとりが、消費者問題について「気づく」「伝
える」ために、さまざまなネットワークで人と人と
が「つながっていく」ことを感じる一日となりまし
た。

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

　全国農協観光協会が企画する農業支援ボラン
ティア（援農隊）が３月５～７日の３日間、淡路市
内のカーネーション農家を訪れ、わき芽取りや収
穫した花の手入れなどを手伝いました。大阪や奈
良などの関西圏からの13人と関東からの４人が５
戸の農家に分かれて、農作業に取り組みました。
淡路島のカーネーション農家への支援は６回目。
リピーターも多く、参加者は慣れた手付きで作業
していました。
　参加者からは「自然に囲まれた中で、きれいな
花のわき芽をポキポキ折っていくのが楽しいです」

「初めて参加したが、色々な手が入って一つの花に
なると実感しました」といった声が聞かれました。
　受け入れ農家の砂川明正さんは「毎年来てくれ
る人もいて、テキパキと作業をしてくれています。
助かります」と話しました。

援農隊がカーネーションの
手入れに奮闘

ＪＡ淡路日の出

地方消費者グループ・フォーラム in 滋賀

広げよう連携の輪
～消費者の安全・安心を地域から～

活動紹介に見入る参加者

作業を進める援農隊と農家の砂川さん（右）

壁新聞ブースで説明に耳を傾ける消費者庁 板東 久美子 長官
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漁
業
共
済
と
水
産
物
消
費
に
つ
い
て

　
３
月
の
大
輪
田
塾
は
24
日（
火
）に「
漁
業
共
済
に
つ
い
て
」と「
水
産
物
の

消
費
と
流
通
」の
２
課
題
を
開
講
し
ま
し
た
。

　
「
漁
業
共
済
に
つ
い
て
」は
Ｊ
Ｆ
ぎ
ょ
さ
い
兵
庫　

福
本　

好
宏
参
事
と
猿
橋　

孝
治
室
長
が
講
義
を
行
い
ま
し
た
。先
ず
福
本
参
事
が
、共
済
の
成
り
立
ち
か

ら
、組
織
や
制
度
の
仕
組
み
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
あ
と
、猿
橋
室
長
か
ら
は
新

積
立
プ
ラ
ス
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、塾
生
は
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
続
く「
水
産
物
の
消
費
と
流
通
」で
は

県
但
馬
水
産
事
務
所
水
産
課　

水
田　

章

水
産
業
専
門
技
術
員
が
講
義
を
行
い
ま

し
た
。水
産
物
の
消
費
と
流
通
に
関
す
る

デ
ー
タ
分
析
や
、講
師
自
ら
携
わ
っ
た
但

馬
地
区
の
水
産
物
を
使
っ
た
取
組
み
の
紹

介
か
ら「
消
費
者
は
魚
を
食
べ
る
こ
と
を

避
け
て
い
る
わ
け
で
な
い
」と
さ
れ
、今

後
の
漁
協
系
統
挙
げ
て
の
連
携
し
た
取
り

組
み
に
期
待
を
さ
れ
ま
し
た
。

००
写真と文

༡ํࢠ

家紋歳時記

◆
神
戸
新
聞
に
《
家
紋
歳
時
記
》と
い
う
連
載
コ
ラ
ム
が
一
年
続
い

た
。
解
説
が
要
領
よ
く
読
み
物
と
し
て
も
楽
し
か
っ
た
。
家
紋
の
歴

史
は
凡
そ
千
年
と
い
う
。
そ
の
発
生
を
溯
る
と
縄
文
の
土
器
に
至

る
ら
し
い
が
、
平
安
末
期
に
貴
族
が
牛
車
の
目
印
と
し
た
《
巴
紋
》

が
原
形
で
あ
る
そ
う
だ
。
家
の
紋
章
と
し
て
貴
族
か
ら
武
家
へ
と

広
が
り
、
や
が
て
庶
民
の
家
々
に
も
紋
章
が
生
ま
れ
、
日
本
の
文
化

と
し
て
根
付
い
た
よ
う
だ
。
植
物
・
動
物
・
器
具
な
ど
が
色
々
の

文
様
と
な
っ
て
い
て
感
心
す
る
。
家
紋
な
ど
知
ら
ぬ
と
い
う
御
仁

も
、
自
分
の
家
の
墓
石
を
見
れ
ば
家
紋
の
刻
印
に
気
づ
く
筈
だ
。
因

に
筆
者
の
家
紋
は
「
丸
に
木
香
」、
家
内
の
実
家
は
「
剣
酢
漿
草
」が

刻
ん
で
あ
る
。
ど
ん
な
由
縁
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
…
。

◆
菊
の
花
は
、
中
国
で
梅
・
竹
・
蘭
と
共
に
四
君
子
と
呼
ば
れ
、
花

の
姿
や
香
り
の
気
高
さ
が
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
皇
族

が
家
紋
と
し
、
何
れ
も
菊
花
を
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ
家
紋
に
し
て

お
ら
れ
る
。
菊
は
後
鳥
羽
天
皇
が
愛
し
、
日
常
品
に
も
菊
花
紋
を
付

け
賞
で
ら
れ
た
そ
う
だ
が
、
明
治
二
年
に
正
式
な
皇
室
紋
章
と
な

り
一
般
の
使
用
が
禁
じ
ら
れ
た
。
旅
券
表
紙
に
掲
げ
る
「
十
六
弁
菊

花
紋
」で
あ
る
。
漱
石
は
『
硝
子
戸
の
中
』に
家
の
定
紋
は
「
井
桁
に

菊
」で
、
以
前
の
住
所
・
喜
久
井
町
の
町
名
は
、
こ
の
紋
に
由
来
す
る
と
述
べ

て
い
る
が
、
漱
石
の
眠
る
墓
石
は
「
菊
菱
紋
」を
刻
ん
で
い
る
。
替
え
紋
の
類

い
で
あ
る
ら
し
い
。

◆
松
本
清
張
の
『
家
紋
』と
い
う
短
編
は
、
父
母
を
殺
害
さ
れ
た
幼
児
が
十
八

年
後
に
真
犯
人
を
推
測
す
る
話
で
、
そ
の
切
っ
掛
け
が
家
紋
で
あ
る
。
幼
時
の

微
か
な
記
憶
で
提
灯
に
描
い
た
「
揚
羽
蝶
紋
」か
ら
犯
人
を
手
繰
る
短
い
話
な

の
だ
が
、
提
灯
は
今
で
は
珍
し
く
、
揚
羽
蝶
の
紋
だ
っ
た
事
で
印
象
に
残
っ
た

よ
う
だ
。『
此
の
紋
所
が
目
に
入
ら
ぬ
か
…
』と
Ｔ
Ｖ
時
代
劇
『
水
戸
黄
門
』で
、

印
籠
の
「
葵
紋
」が
大
写
し
に
な
っ
た
。
徳
川
将
軍
家
、
御
三
家
な
ど
松
平
氏

の
血
筋
家
系
の
み
が
使
え
た
家
紋
で
あ
り
、
水
戸
・
尾
張
・
紀
伊
の
御
三
家

で
は
、
少
し
ず
つ
意
匠
を
変
え
て
、
似
て
非
な
る
紋
様
に
作
り
変
え
て
あ
る
そ

う
だ
。

◆
「
字
紋
」や
「
文
字
紋
」は
縁
起
や
信
仰
や
吉
兆
等
を
考
え
て
作
ら
れ
、
随
分

と
種
類
が
多
い
。
仮
名
文
字
や
漢
字
で
ズ
バ
リ
表
現
し
た
り
、
楷
書
や
行
書
・

梵
字
や
印
形
紋
も
あ
る
。「
大
一
大
万
大
吉
」と
吉
祥
文
字
を
並
べ
た
の
は
、
秀

吉
に
仕
え
た
石
田
三
成
の
紋
だ
。
武
将
の
紋
所
は
勇
ま
し
い
の
が
多
く
、
黒
沢

明
監
督
『
蜘
蛛
巣
城
』で
は
軍
神
毘
沙
門
天
の
使
い
「
百
足
紋
」を
旗
印
と
し
た

武
者
が
活
躍
す
る
。
出
足
の
多
さ
と
常
に
前
進
と
い
う
俗
信
か
ら
商
家
も
使

っ
て
い
る
。「
巴
紋
」は
記
録
に
残
る
最
も
古
い
紋
で
、
平
安
末
期
に
貴
族
が
牛

車
に
つ
け
た
の
が
初
め
だ
そ
う
だ
が
、
神
社
の
紋
と
し
て
も
多
く
、
兵
庫
県
で

は
３
割
近
い
神
社
で
見
ら
れ
る
。
流
水
や
雲
形
に
暗
示
を
受
け
た
と
い
う
が
、

何
を
描
い
た
の
か
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

水産物の消費動向について説明する水田水産業専門技術員

４
月
の
大
輪
田
塾

　
　
28
日　
「
漁
船
法
概
要
」と
瀬
戸
内
海
の
栄
養
塩
に
関
す
る
講
義

 

（
於
：
水
産
会
館
）

漁業共済について講義をおこなう福本参事（左）と猿橋室長



全国海の子絵画展

県内の２作品が入賞！ ＪＦ兵庫漁連・
ＪＦ兵庫女性連

　昨年12月に決定した「ひょうご海の子絵画」
受賞作品（拓水№700号：Ｈ27．２月号参照）が
ＪＦ全漁連主催「第37回全国海の子絵画展」
に出品され、審査の結果、南あわじ市立北阿
万小学校４年 中野 喬佳さんが「日本放送協
会会長賞」を、洲本市立洲本第一小学校１年  
山岡 和生さんが「教育美術振興会理事長賞」
を見事に受賞しました。
　今回の絵画展は、全国約22,000点（参加校
約900校）の応募の中から、各県で選ばれた
137点が全国展に出展され審査が行われまし
た。表彰式は東京・コープビルで３月26日（木）
に開催され、特別賞入賞者28人の一人ひとりに
賞状が手渡されました。

4 April

発行：一般財団法人  兵庫県水産振興基金
〒６73-0883  明石市中崎1丁目2番3号　兵庫県水産会館2F
TEL 078-919-1331　FAX 078-919-1336

第37回

日本放送協会会長賞
　南あわじ市立北阿万小学校４年 中野 喬佳さんの作品
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